
■G7:0.09~0.23

■G20(G7を除く)
2.19~5.86

■ASEAN
(インドネシアを除く)

0.93~2.47

■Other 
1.57~4.19

海洋プラスチックごみ問題
海洋プラスチック
ごみは以下に影響
を与え得る：

©UN World Oceans Day

海洋生態系

©UNIC

観光業，漁業
ヒトの健康？

海洋プラスチックごみ流出量 (2010年推計値)
(単位: 百万トン /年)

(注) 割合は流出量（推計）の中央値で計算。

（注）人口，経済規模等のデータからの推計。

（出典） Jambeck et al. : Plastic waste inputs from land into the 
ocean, Science (2015)

世界が直面する課題

ごみ収集体制の
不備

適正な廃棄物処理のための
インフラの不足

オープン・ダンピング

この問題に対処するためには，
全ての国々がそれぞれの対策を
取ることが必要。

科学的知見の
不足



G20大阪首脳宣言 （仮訳抜粋）

環境

38. 我々は，循環経済，持続可能な物質管理，3R（リデュース，リユース，リサイクル）及び廃棄物の価値化等の
政策やアプローチを通じた資源効率性の向上が，SDGs達成，及び，広範な環境問題に対処し，競争力及び経
済成長を向上し，資源を持続可能な方法で管理し，雇用を創出することに貢献することを認識する。我々は冷
却部門におけるイノベーションにおける民間部門との協力を奨励する。我々はまた，リサイクル製品の需要を増
やすために関係者と協力する。我々は，議長国を務める日本の下でG20資源効率性対話のロードマップが策定
されることを期待する。

39. 我々は，海洋ごみ，特に海洋プラスチックごみ及びマイクロプラスチックに対処する措置は，全ての国によって
，関係者との協力の下に，国内的及び国際的に取られる必要があることを再確認する。この点に関し，我々は
，海洋へのプラスチックごみ及びマイクロプラスチックの流出の抑制及び大幅な削減のために適切な国内的行
動を速やかに取る決意である。さらに，これらのイニシアティブ及び各国の既存の行動の先を見越して，我々は
，共通の世界のビジョンとして，「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」を共有し，国際社会の他のメンバーにも共
有するよう呼びかける。これは，社会にとってのプラスチックの重要な役割を認識しつつ，改善された廃棄物管
理及び革新的な解決策によって，管理を誤ったプラスチックごみの流出を減らすことを含む，包括的なライフサ
イクルアプローチを通じて，2050年までに海洋プラスチックごみによる追加的な汚染をゼロにまで削減すること
を目指すものである。我々はまた，「G20 海洋プラスチックごみ対策実施枠組」を支持する。

40. 違法・無報告・無規制（IUU）漁業は，世界の多くの地域において，引き続き海洋の持続可能性にとって深刻な
脅威となっているため，我々は，海洋資源の持続的な利用を確保し，生物多様性を含め，海洋環境を保全する
ために，IUU漁業に対処する重要性を認識しIUU漁業を終わらせるという我々のコミットメントを再確認する。



Ｇ２０海洋プラスチックごみ対策実施枠組の概要

適正な廃棄物管理、海洋プラスチック
ごみの回収、革新的な解決策（イノベ
ーション）の展開、各国の能力強化の
ための国際協力等による、包括的な
ライフサイクルアプローチを推進

Ｇ２０各国は、Ｇ２０資源効率性対話
等の機会を活用し、海洋プラスチック
ごみに関する政策、計画、措置等の
情報について、継続的に共有及び更
新を実施

科学的知見の共有
（海洋ごみの現状と影響の測定、モニタリング等の

ための科学的基盤の強化）

国際協力の推進

革新的な解決策の推進

多様な関係者の関与及び意識向上

継続的な
共有・更新

「Ｇ２０海洋ごみ行動計
画」の下での取組を強

化

Ｇ２０各国が自主的な
対策を実施

１．「G20海洋ごみ行動計画」の効果的な実施の促進

２．G20間の協調行動とG20外への展開



G20大阪サミットで共有された「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン
（2050年までに海洋プラスチックごみによる新たな汚染をゼロとすることを目指す）」
の実現に向け，安倍総理は同サミットにて，日本は途上国の廃棄物
管理に関する能力構築及びインフラ整備等を支援していく旨を表明。

そのため日本政府は，①廃棄物管理，②海洋ごみの回収，③イノベ
ーション及び④能力強化に焦点を当てた，世界全体の実効的な海洋
プラスチックごみ対策を後押しすべく，「マリーン（MARINE）・イニシア
ティブ」を立ち上げる。

大阪ブルー・オーシャン・ビジョン実現のための「マリーン(MARINE)・イニシアティブ」

①廃棄物管理 Management of wastes
②（海洋ごみの）回収 Recovery
③イノベーション Innovation
④（途上国の）能力強化 Empowerment

「MARINE」と総称

【海洋プラスチックごみ対策の重点】

主に以下の施策を通じ，廃棄物管理，海洋ごみの回収及びイノベーションを推進するための，途上国の能力強化を支援していく。

１．二国間ODAや国際機関経由の支援等の国際協力

２．日本企業・NGO・地方自治体による活動の国際展開

３．ベスト・プラクティスの発信・共有

廃棄物法制，分別・収集システムを含む廃棄物管理・３Ｒ推進のための能力構築や制度構築，リサイクル施設や廃棄物発電施設
を含む廃棄物処理施設などの質の高い環境インフラの導入のため，ＯＤＡや国際機関経由等の支援を行う。

世界において，２０２５年までに，廃棄物管理人材を１０，０００人育成する。

廃棄物処理関連施設等のインフラ輸出や，プラスチック代替品やリサイクル
技術等に関するイノベーション・技術導入の支援等のため，産業界と連携し
た国際ビジネス展開や，ＮＧＯ・地方公共団体との連携を推進する。

関連の国際会議（国連海洋会議，アジア太平洋３Ｒ推進フォーラム等）やイニシアティブ等を通じ，廃棄物管理，海洋ごみの回収
及びイノベーションに関する日本の官民の取組におけるベスト・プラクティス（経験知見・技術）を発信・共有する。

ＡＳＥＡＮ諸国に対し，「海洋プラスチックごみナレッジセンター」の設立を通じて，本件対策に関する知見の共有を促進する。

©JICA

清掃職員への研修法制度・政策，管理ガイドライン等
の策定・運用に関する技術協力

©JICA ©JICA

最終処分場の整備のための技術協力 覆土によるごみの飛散・流出を防止

©JICA

ごみ収集車の提供

©JICA

（例）

海洋生分解性プラスチック 紙製バリア包装材廃棄物発電施設（例）



主な対策

①廃棄物処理制度等による回収・適正処理の徹底

②ポイ捨て・不法投棄，非意図的な海洋流出の防止

③陸域での散乱ごみの回収

④海洋に流出したごみの回収

⑤代替素材の開発・転換等のイノベーション

⑥関係者の連携協働

⑦途上国等における対策促進のための国際貢献

⑧実態把握・科学的知見の集積

我が国のベストプラクティス(経験知見・技術)を国際的に発信・展開しつつ，「新たな汚染を生み出さない世界」を
目指した実効的な海洋プラスチックごみ対策に率先して取り組む。

○我が国は，「新たな汚染を生み出さない世界」の実現を目指し，率先して取り組む。そのための我が国としての具体的取
組を，「海洋プラスチックごみ対策アクションプラン」として取りまとめた。

○プラスチックごみの海への流出をいかに抑えるか。被器物処理制度による，回収，ポイ捨て・流出防止，散乱・漂着ごみ
の回収，イノベーションによる代替素材への転換，途上国支援など，「新たな汚染を生み出さない」ことに焦点を当て，
率先して取り組む。

海洋プラスチックごみ対策アクションプランの概要



プラスチック資源循環戦略（概要）

＜リデュース＞
①2030年までにワンウェイプラスチックを累積25％排出抑制
＜リユース・リサイクル＞
②2025年までにリユース・リサイクル可能なデザインに
③2030年までに容器包装の６割をリユース・リサイクル
④2035年までに使用済プラスチックを100％リユース・リサイ

クル等により、有効利用
＜再生利用・バイオマスプラスチック＞
⑤2030年までに再生利用を倍増
⑥2030年までにバイオマスプラスチックを約200万トン導入

重点戦略

廃プラスチック有効利用率の低さ、海洋プラスチック等による環境汚染が世界的課題
我が国は国内で適正処理・3Rを率先し、国際貢献も実施。一方、世界で2番目の1人当たりの容器包装廃棄量、アジア各国での輸入規制等の課題

背景

のみならず、 や ⇒ に貢献
を通じて、マイルストーンの達成を目指すことで、

途上国における実効性のある対策支援（我が国のソフト・ハードインフラ、技術等をオーダーメイドパッケージ輸出で国際協力・ビジネス展開）
地球規模のモニタリング・研究ネットワークの構築（海洋プラスチック分布、生態影響等の研究、モニタリング手法の標準化等）国際展開

リデュース等 ワンウェイプラスチックの使用削減(レジ袋有料化義務化等の「価値づけ」)
石油由来プラスチック代替品開発・利用の促進

プラスチック資源の分かりやすく効果的な分別回収・リサイクル
漁具等の陸域回収徹底
連携協働と全体最適化による費用最小化・資源有効利用率の最大化
アジア禁輸措置を受けた国内資源循環体制の構築
イノベーション促進型の公正・最適なリサイクルシステム

リサイクル

利用ポテンシャル向上（技術革新・インフラ整備支援）
需要喚起策（政府率先調達（グリーン購入）、利用インセンティブ措置等）
循環利用のための化学物質含有情報の取扱い
可燃ごみ指定袋などへのバイオマスプラスチック使用
バイオプラ導入ロードマップ・静脈システム管理との一体導入

再生材
バイオプラ

プラスチックごみの流出による海洋汚染が生じないこと（海洋プラスチックゼロエミッション）を目指した
ポイ捨て・不法投棄撲滅・適正処理
海岸漂着物等の回収処理
海洋ごみ実態把握(モニタリング手法の高度化)

海洋プラス
チック対策

基本原則：「3R＋Renewable」 【マイルストーン】

社会システム確立（ソフト・ハードのリサイクルインフラ整備・サプライチェーン構築）
技術開発（再生可能資源によるプラ代替、革新的リサイクル技術、消費者のライフスタイルのイノベーション）
調査研究（マイクロプラスチックの使用実態、影響、流出状況、流出抑制対策）
連携協働（各主体が一つの旗印の下取組を進める「プラスチック・スマート」の展開）

基盤整備

資源循環関連産業の振興

情報基盤（ＥＳＧ投資、エシカル消費）
海外展開基盤

マイクロプラスチック流出抑制対策(2020年までにスクラブ製品のマイクロビーズ削減徹底等）
代替イノベーションの推進

令和元年5月31日


